
第78回 栃 木 県歯 科 医学会プログラム

《午 前》
敬00～ 9:08 開会・挨拶

敬08～ 11:45会員 '関係団体日演発表 (1421)

会場 県曽会館大会議豊(口演発表)

《午  後》
13:30～ 13:40 開会 口講師紹介

13:40～ 16:30特別講演 (質疑応答を含む)

会場 県歯会館大会議室(特別詳湊)

時間
目安

1

1

NO 郡市会 座 長 提 出 者 発 表 者 演 題
豪
問
発
時 分野 発表形式

下都資 町田裕哉

痴協医科大学口腔外科学講座 川l又 均
宮崎兵歩、中村由希帆、和久井裏大、長瀬陽祐、
局ケ谷早紀、小池亜弥、自石怜、人木沢就真、
柄川芳明,長谷川智則、斎藤正浩、大友文雄、
小官山雄介、福本正知

宮崎果歩
隆胞様X練透過像を示す嶺骨内病安に対する当科にお
する診断`治凍の妥当性の検討

3分 口陛外科 口演発表

2 下都賀 町田裕哉

闘協医科大学口腔外科学講座
"l又

均
神谷史佳、小林潤香、滝回智太郎、和国怜、人見雅代、
康藤俊暉、藤原昂夢、国富陽介、螺良恭弘、
曝良(大久保演希、泉さや書、越踏千佳子、
い宮山雄介、福本正知、和久井掌大

神谷史佳 臨協
医科大学口陛外科における額関節症に対する
診断・治療態度

8分 日腔外科 口演発表

3 小 山 大衣文雄 景 屋聖     棚 愁素診讐、雷果墨琵、
相澤恵美、杉浦魔史、七俸なつ子

小倉佳奏
下頌埋伏智歯強歯時のパノラマX線画像とCT画像の比
較検討

自分 回腔舛私 口寝発表

ユ 小 旺 ―
― 母

自治医科大学医学部首科口腔外科学講座 野口息秀

:者聾圭黎議磐
鶴ヽ岬ヽ 盛日長行 当科における舌白板症の臨床病理学的検討 8分 口腔外科 口演発麦

5 小 山 大友文雄
自治医科大学医学部歯科口腔外科学講座 野口忠秀
小堀有莉果、相澤意美、山沢美乃莉,高橋信言、
佐議元、小川あゆみ、土肥昭伝 杉浦康史、七際なつ子

小堀有莉果
汗硬変およびワルファリンコR用患者における抜歯後の
止血管理に難渋した2例

自分 口腔外科 口演発表

6 宇都宮市 ヨヒ蘇雅人
ヨ立病院機構栃木医療センター 須資賢一郎
コ畑玲奈、山田学、安井佑大、下漬啓、堤亮太

田畑玲奈
口憲粘膜弁を用いて閉鎖した口素隆起部MRON」の一
例

8分 日腔外科 口漠発表

7 宇都宮市 北榛雅欠 中川英勇、手塚永均、亀田敬二、同回 淳、三階堂能生、村上修一、宿山成寿
中川英男

高齢者よい歯の表彰
8ヽ020運動に向けた宇都官市歯科医師会の取り組み 13分 社会歯科 口演発表

8 学部宮市 北候雅人 神山卓久 神山卓久
歯内一歯周病変の一例
執 細構造からみた病能分類について―

13分 保存 日演発表

9 宇都宮市 北俸雅人 村上高宏 村上高宏
W卜R通信距離がワイヤレス回陛内スキャナーのインプ
ラント位置再現性に与える彰響

8分 補編 口演発表

宇都宮市 北際雅人 社会医療法人中山会字都宮記含病院歯科口腔外科
佐々 木忠昭、月村久意、岡田成生、石川美香

月村久富
ErYAGレ ーザー使用時に顔面。頚部および縦隔気腫を
生した1例

8分 口腔外科 口演多晋表

足利 小林 浩
こ利赤十宇病院箇科口腔外科
旬井裕真、口島理那、中里催一部、弓削俊輔、柚木泰広

向井俗真 軟骨無形成症息者に対し外科的矯正治療を行った1切 3分 日腔外科 口演発表

芳資 木代 宏
比嘉沙也佳、早坂純一、村上知私、武藤安紀、
麟田彩香、柳田治朗、青柳 治、宮本猛、石川圭司、
渋谷光子、木代宏

比嘉沙也佳
若資地域における巡回型回腔がん検診体制の構築と
実践
公ヽ平な受診機会と地域医療連機の確立に向けて一

3分 口腔外科 口演発表
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長島主弘 誌 産広 荷木産土 歯科技二十の現状 13分 社全醤科 口衰発表
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長島克弘 赤

羽幸富、長谷規子、星野小百合、戸井回紀子、
神戸睦月、渡違敦子 赤羽幸恵

フッ化物配合歯磨剤について
‐本会会員に行つたアンケー喘 果を中心1子

3分 その他 口演発表

1145

講 師 演 題

国際医療福祉大学 病院教授 歯科回腔外科部長 岩測博史 明日からの診療に役立つ有病高齢者の歯科治療におけるポイント

16:30～ 16140感謝状贈呈

16こ40    閉会


